
日

和

田

利

正
探

岸

中

神 油
匝
科

古

左
源
二

て
芸
科
鋳
金
部武

⑯

業

昭
和
二
十
二
年
九
月
三
十
日、

左
記
の
牛
徒
が
卒
業
し
た
。

日
本
画

科

森

田

伝

夫

川

一

工

芸

科

図

案

部

井

JII

進

田

新

宏

中

侍郎

卒

旧
L
ば
に
匡
―I
l
i＿
し頃
—
は
―
|
|
_
|
し
|
~

科

＿
七
一
，ーハ一
卒
七
一
――-
_
-
—
」
]

~

釦

□―
二＿六一―-＿-_＿＿
＿
旦

ニニ
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I
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:ニー
――
―
玉

は

い

―o
＿ニ―i

＿一―
七＿二

1

ハ一
旦一

師

範

本

別

い

「

一

ニ
ー

ニ
四
二
五

一

ニ
ー

ぃ

昌
且
―
旦
lj―
腿
＿

胃

―
-
互
―
-
＿
＿
]

叶

「
—
-＝
-＿
＿
＿
_
_
＿

剛釦

「一

―
―
―
―

了i
l
-—
八
互
―
七
九
＿
七

0
―

総

且

石

_
 
⑰

研
究
科
廃
止

昭
和
二
十
二
年
九
月
――-
+

日
、
研
究
科
が
廂
止
（
二
月

十
八
日
）
さ
れ
た
た
め
、
在

籍
者
五
十
六
名
（
油
画
二
十

名
、
塑
造
九
名
、
木
彫
六

名
、
図
案
五
名
、

彫

金

六

名
、
鍛
金
四
名
、

鋳

金

三

名
、
漆
エ
ニ
名
、
日
本
両

一

名
）
が
修
了
と
さ
れ
た
。

⑱

学
校
の
現
状

昭
和
二
十
三
年
春
、
文
部
省
行
政
監
察
委
員
会
は
「
国
民
仝
体
の
奉
仕
者
た

る
官
吏
の
栢
極
的
活
動
を
促
し
、
真
に
国
民
の
要
望
す
る
民
主
的
能
率
的
新
官

吏
逍
を
確
立
す
る
」
た
め
に
文
部
省
直
桔
部
局
等
の
行
政
監
察
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
本
校
も
そ
の
通
述
を
受
け
て
報
告
古
を
提
出
し
た
。
そ
の
控
え
に

昭
和
二
十
二
年
現
在
の
概
況
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
に
転
載
す
る
。

昭
和
一

．十
一i

一
年
二
月
十
日学

校
長

文
部
省
行
政
監
察
委
且
会
あ
て

部
局
の
自
主
的
監
察
報
告

首
題
に
就
て
は
文
監
一i

一九
号
を
以
て
報
告
方
御
通
逹
に
依
り
別
紙
の
通
り
報
告

致
し
ま
す

一
、
監
な
組
様

油両科教玄にて（仁田三夫氏撮影）
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同 同

事
務
官

同

同

同

監
察
委
員
長
駆
校
長

監

察

委

員

教

授

上
野

村
田
良
策
（
教
務
課
長
）

脇
本
十
九
郎
（
文
庫
課
長
）

順
（
生
徒
課
長
）

正
義
（
総
務
課
長
）

一
、
監
察
方
法

監
察
の
為
の
特
別
な
る
方
法
を
謀
じ
て
は
な
い
が
各
課
長
が
委
員
で
あ
る

為
め
自
己
の
課
に
属
す
る
課
長
の
勤
務
0
事
務
慮
理
〇
官
場
秩
序
0
等
に

就
て
は
絶
へ
ず
監
察
し
不
都
合
の
市
が
あ
れ
ば
其
都
度
之
を
指
摘
始
正
し

て
を
る
具
体
的
方
法
と
し
て
は
出
勤
簿
0
行
事
予
定
表
〇
勤
務
日
誌
等

を
作
成
し
監
察
の
方
法
と
す
る
と
共
に
必
要
の
都
度
監
察
委
員
會
を
開
い

て
慮
理
す
る

二
、
監
察
の
結
果

り

勤

務

状

況

勤
務
状
況
は
一
般
に
良
好
と
認
め
る
。

本
委
員
会
成
立
後
優
秀
職
員
三
名
を
文
部
市
務
官
(

-
l
l

級
官
）
に
任
用

し
勤
務
状
態
不
良
な
る
隊
員
を
解
屈
す

＠
事
務
娼
理
の
状
況

事
務
慮
理
は
概
ね
適
切
で
あ
る
。

事
務
慮
理
の
適
正
な
る
配
分
が
沢
任
〇
能
率
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
大
で

あ
る
か
ら
之
の
事
に
就
て
は
絶
へ
ず
監
察
し
適
材
適
所
主
義
に
徹
す
る

為
め
目
下
配
樅
轄
換
を
考
慇
中
で
あ
る

本
省

へ
の
希
望
。
同
一
事
項
に
就
て
の
照
合
調
査
報
告
等
を
各
部
局
が

個
別
的
に
要
求
す
る
こ
と
が
あ
る
が
注
意
し
て
頂
き
度
い

中
村

西
本

直
昭

学
校
長

失
い
、
横
内
に
居
住
し
て
い
た
者
の
一
部
を
立
退
か
せ
た
。

⑲

構
内
居
住
者

昭
和
二
十
二
年
二
月
十
日
、
本
校
は
左
記
の
通
告
を
発
し
、
戦
災
で
家
性
を

（「昭和
廿
二
年
度

文
部
行
報
告
紹
庶
務
」
）

三
、
官
場
秩
序
の
監
察

官
場
秩
序
の
保
持
は
大
体
厳
正
で
あ
る
。

四
、
其
他

①

火

災

豫

防

火
災
豫
防
対
策
に
就
て
は
夜
間
特
に
笞
伽
貝
三
名
を
し
て
午
後
五
時
よ
り

翌
午
前
七
時
一二
十
分
迄
の
間
に
九
回
棉
内
外
を
巡
回
せ
し
め
居
る
も
本
校

内
建
築
物
は
主
に
木
造
建
瓦
荘
及
亜
鉛
板
在
に
し
て
何
れ
も
明
治
年
問
の

建
築
に
係
り
一二
十
年
以
上
を
経
過
し
為
め
に
腐
朽
甚
し
く
雨
漏
多
く
従
っ

て
電
灯
配
線
に
於
て
も
相
当
不
良
箇
所
多
く
急
速
に
改
修
に
迫
ら
れ
居
る

も
豫
鉢
不
足
に
て
宜
現
困
難
に
し
て
憂
感
し
居
り
加
ふ
る
に
終
戦
後
戦
災

の
為
め
家
を
失
ひ
た
る
生
徒
及
教
戦
員
の
構
内
居
住
者
の
各
室
の
配
線
も

危
険
箇
所
多
く
之
れ
又
改
修
予
箕
を
豫
箕
掛
及
施
設
局
を
通
じ
増
額
方
婆

求
中
に
し
て
増
額
を
得
る
ま
で
居
住
者
は
勿
論
守
備
員
を
将
勘
細
心
の
注

意
を
彿
ひ
廊
遣
憾
な
き
様
期
し
4

つ
あ
り
。

③
躾
生
生
徒
の
福
利
更
生

内
戦
斡
旋
〇
印
孟
徒
援
護
会
の
利
用
〇
根
校
聯
合
食
堂
組
合
の
利
用
0
文
部

省
餡
ケ
品
学
校
聯
合
盟
場
の
耕
作
。

1077 第2節 昭 和22年




